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お客様各位 
 

株式会社プラトンジャパン 
 

 

 
平素はプラトンインプラント製品をご愛顧いただき、厚く御礼申し上げます。 
さて、プラトンシステムのツールには、トルクラチェット・ラウンドラチェット・エクステンション等に 
おいて、キャリー機能を付与したタイプとキャリー機能を持たない２種類のタイプがラインナップされて 
おり、ご使用になられている先生方にはご不便をお掛けしております。 
 
また、ホルダー付インプラントボディ（TypeⅠ・Ⅱ・Ⅳ）に予め装着しておりますインプラントホルダー 
にキャリー機能を持つツールを組み合せますと、Ｏリングとキャリー機能構造が干渉し、埋入後のインプ 
ラントボディからホルダーが解除できなくなるといったトラブルも稀に発生しておりました。 
 
これらを解消するため、ホルダー付インプラントボディ（TypeⅠ・Ⅱ・Ⅳ）に装着のインプラントホルダー 
の仕様を変更させていただきます。変更の概要、ご使用上の注意事項につきましては下記のとおりです。 
なお、SAG 品は 2013 年 9 月下旬出荷分より順次変更しており、BiO 品は 2014 年 1 月より順次変更致します。 
しばらくは新旧製品が併売されます。 
ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 
 
 １．変更内容 

インプラントホルダーに付与しておりますＯリングの位置を、 
インプラントホルダー本体からインナースクリュー頭部へ 
移動致します。（右図） 

 
２．変更対象品 
インプラントボディ（TypeⅠ・Ⅱ・Ⅳ）全て （SAG・BiO 共） 

 
３．変更による効果 
   キャリー機能付エクステンション等、キャリー機能を有するツールとの干渉が解消されます。 
 
４．変更後のご使用上の注意 
   新仕様のインプラントホルダーは、コントラドライバー等、キャリー機能を持たないツールでの口腔内

へのキャリー及び口腔内からのピックアップが出来なくなります。コントラ埋入を行う場合は、キャリ
ー機能を有する、ＢＳハンドピースアダプターをご使用下さい。 

 
５．変更品の識別について 
  ・SAG：商品コードの末尾に「Ｓ」を付与致します。  

(例）TypeⅣ SAG φ3.8×10の場合 
     (旧コード）N38-H100 →（新コード）N38-H100S 
 
  ・BiO：商品コードの末尾に「Ｂ」を付与致します。  

(例）TypeⅣ BiO φ3.8×10の場合 
     (旧コード）N38-H10H →（新コード）N38-H10HB 

あわせて、ブリスターパックに識別のための赤色の 
シールを付与します。（右写真） 

  
６．変更時期 
SAG 品は 2013 年 9 月下旬出荷分より順次変更しており、  
BiO 品は 2014 年 1 月出荷分より順次変更致します。 
しばらくは新旧製品が併売されます。 
ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 
（参考） 
 

ホルダー付きインプラントのインプラントホルダー仕様変更について 

  

変更前 変更後 

 Ｏリングの
位置を変更 

 

 

変更前 変更後 

SAG 

BiO 


